
●1963（昭和38）年２月６日、高津区に
生まれ、高津小学校出身。桐朋中学、
高校を経て東京工業大学を卒業。

●東京都三鷹市で９年間、地域情報化や
プライバシー保護等に従事。

●セブンーイレブン本部での情報システ

ム構築をはじめ、ITを活用したシステ
ムづくりに従事。

●2003年4月、川崎市議会議員に初当選。
●2007年4月、同２期目当選。
●2011年4月、同３期目挑戦するも惜敗。
●民主党神奈川１８総支部 常任幹事
●民主党神奈川県政策委員
●川崎地方自治研究センター客員研究員
●経済産業省 システム監査技術者
●妻と長女の３人家族 下作延在住
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市長選挙で川崎はどう変わる？

け ん

～政策を議論し選択する選挙に
（事務局）

川崎市長選挙が近づいてきました。１０月１３日告示、２７日投
開票の予定ですので、あと２か月ですね。その割にはあまり議論が
されていないように思います。

（堀添）
そうですね。今回の選挙では、今まで３期１２年市長を務めてこ

られた阿部孝夫市長は立候補されないだろうと見られていますので、
いずれにしても新しい川崎市長が誕生する市長選挙となります。こ
れまでの１２年間の市政を見直し、これから取り組んでいかなけれ
ばいけない課題を明確にする節目の選挙と言えます。

（事務局）
新聞報道では、すでに数名の方が立候補を予定されていますね。

（堀添）
はい。ただ私が危惧しているのは、誰が市長になるのかという点

だけが注目され、その市長候補は何をしようとしているのかという
ことがほとんど議論されないまま市長選挙に入ってしまうのではな
いか、ということです。

阿部市政の１２年間は、行財政改革、自治基本条例、新総合計画
の３本柱で進められてきました。人口増と同時に急速に高齢化が進
みつつある川崎市にとって、今まで以上に政策の優先順位付けが必
要となっています。その意味では、「誰が」ということ以上に「何
を」ということが問われなければならないと思います。私たち市民が考え、議論をしていくこ
とで、３０％台とあまりに低い投票率も変わっていくのではないでしょうか。

（事務局）ありがとうございました。

※1989年からは単独実施

川崎市長選挙の投票率
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川崎市における放射線測定結果（８月６日現在）
浄水場：川崎市内の2か所の浄水場では、毎日放射能測定を行っていますが、一昨年４

月２２日以降、放射性ヨウ素、放射性セシウムとも検出されていません。

大 気：環境総合研究所、中原大気測定局、麻生大気測定局で、放射線量実態調査を毎
月行っており、地上５ｃｍ、５０ｃｍ、１００ｃｍとも自然界の放射線レベル
の範囲内です。
（７月は４日に実施）

市内農産物：果菜類（トマト、きゅうり）、根菜類（さつまいも、大根、玉葱）、果実
（梅、梨、柿）の出荷前チェックでは、一昨年５月に梅（セシウム：２９．５
ベクレル／Ｋｇ）、１０月に柿（セシウム：４．５ベクレル／Ｋｇ）から検出
された以外は、検出されていません。
（食品衛生法上の基準値は一般食品１００ベクレル/Kg以下）

水道水：不検出

下水汚泥等：入江崎総合スラッジセンター（７月１６日測定） 放射性セシウム測定
脱水汚泥：不検出 汚泥焼却灰：４８４ Bq/Kg

（焼却灰は飛散防止処理の上、施設内等で安全に保管されています。）

ごみ焼却灰：橘処理センター（７月９日測定） 放射性セシウム測定
主 灰： ５２ Bq/Kg
飛 灰：１３５ Bq/Kg
排ガス： 不検出

（飛灰は飛散防止処理の上、臨海部保管施設等で安全に保管されています。）

放射線測定器の貸し出しを高津区役所でも行っています。
（電話予約が必要です。 ０４４－８６１－３１１３）

政治資金ご寄附のお願い 「ほりぞえ健後援会」宛
郵便振替：高津郵便局 口座００２７０－１－２４１６９

銀行振替：川崎信用金庫 高津支店 普通０７９６２９４
地元から日本改革を実現するために､ご支援
賜りますよう､お願い申し上げます。

連載コラム 川崎と高津の地名（No.１２）
参考：上田恒三著「高津村風土記稿」

日本地名研究所編「川崎の町名」

新作の地名は、『小田原衆所領役帳』の中に「小机
新作」と記載されていますので、遅くとも１６世紀後
半には現在のものとなっています。

地名の由来は２説あります。一つは、多摩川の旧流
路を新しく開墾したため、「新作」となったという説
です。もう一説は、自然地形から、シム（浸み入る）
サク（狭間）と呼ばれるようになった、という説です。
残念ながら、どちらの説も定かではないようですが、
いずれにせよかなり古くから開墾された地域であると
考えられています。

「新作」の由来
明治１１年に橘樹郡新作村となり、明治２２年の市

制・町村制施行で、千年村、子母口村、末長村、久末
村、明津村、蟹ヶ谷村とともに７村合併し、新作は橘
村の大字となりました。

その後、昭和１２年
に川崎市の大字に、同
４７年に高津区の大字
となりました。

昭和６１年には住居
表示が実施され、新作
１丁目～６丁目となっ
ています。

毎週、最新ニュースを駅頭でお配りしています。

水曜日 午前７時～８時半 溝口駅南口


